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社
会
党
政
権
の
成
立
は
「
ダ
マ
ス
カ
ス
ヘ
の
道
」

　
　
　
　
村
山
内
閣
成
立
を
め
ぐ
る
各
党
議
員
の
政
治
的
態
度

カ〉

堀

江

湛

社会党政権の成立は「タマスカスヘの道」か

一二三四五

「
ダ
マ
ス
カ
ス
ヘ
の
道
」
か
数
合
わ
せ
の
連
立
か

政
権
を
め
ぐ
る
与
野
党
議
員
の
政
治
的
態
度

基
本
政
策
を
め
ぐ
る
与
野
党
議
員
の
政
治
的
態
度

社
会
党
の
政
策
転
換
に
対
す
る
社
会
党
議
員
の
態
度

与
野
党
議
員
の
政
治
的
態
度
に
見
ら
れ
る
五
つ
の
ク
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
一
　
「
ダ
マ
ス
カ
ス
ヘ
の
道
」
か
数
合
わ
せ
の
連
立
か

　
自
民
党
、
社
会
党
、
新
党
さ
き
が
け
の
三
党
連
立
政
権
、
村
山
富
市
内
閣
が
成
立
し
た
。
五
五
年
体
制
下
、
四
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て

政
権
与
党
の
地
位
を
占
め
て
き
た
自
民
党
と
野
党
第
一
党
と
し
て
自
民
党
と
相
対
峙
し
て
き
た
社
会
党
と
が
連
立
を
組
ん
だ
わ
け
で
あ
る

か
ら
国
民
も
世
界
も
驚
い
た
。
さ
ら
に
村
山
総
理
は
組
閣
に
あ
た
り
、
ま
た
臨
時
国
会
冒
頭
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
次
々
に
社
会
党

の
こ
れ
ま
で
の
基
本
政
策
を
転
換
し
、
あ
ら
た
め
て
社
会
党
の
支
持
者
は
も
ち
ろ
ん
広
く
国
民
や
世
界
の
目
を
疑
わ
せ
戸
惑
わ
せ
た
。
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そ
れ
は
東
西
対
立
の
終
焉
に
よ
っ
て
社
会
党
所
属
の
国
会
議
員
の
政
治
的
態
度
や
価
値
観
、
国
際
関
係
の
現
状
認
識
が
衝
撃
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
ハ
　
ノ
ヨ
ノ

そ
れ
が
素
地
と
な
っ
て
、
政
権
獲
得
に
よ
っ
て
一
挙
に
回
　
心
が
生
じ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
こ
の
三
党
連
立
政
権
は
政
権
獲
得
と
い

う
共
通
利
害
で
結
ば
れ
た
政
治
的
態
度
や
価
値
観
を
全
く
異
に
す
る
三
つ
の
政
治
集
団
の
単
な
る
連
立
に
過
ぎ
ぬ
の
か
。
そ
れ
は
「
ダ
マ

ス
カ
ス
ヘ
の
道
」
（
チ
⑩
即
o
＆
8
∪
Φ
ヨ
霧
2
ω
）
の
奇
跡
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
す
べ
て
を
棚
上
げ
し
た
数
合
わ
せ
で
あ
っ
た
の
か
。

　
た
ま
た
ま
、
一
九
九
四
年
六
月
一
四
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
（
東
京
本
社
版
）
に
全
衆
議
院
議
員
に
対
す
る
面
接
調
査
の
結
果
と
そ
の
分
析

が
掲
載
さ
れ
た
。
丁
度
、
組
閣
に
あ
た
り
社
会
党
の
連
立
離
脱
に
よ
っ
て
衆
議
院
に
お
け
る
過
半
数
割
れ
の
小
数
派
内
閣
と
し
て
発
足
す

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
羽
田
孜
内
閣
が
、
六
月
二
九
日
の
会
期
末
を
前
に
予
算
成
立
後
羽
田
内
閣
不
信
任
案
の
提
出
を
目
指
す
自
民

党
や
一
部
社
会
党
の
動
き
と
社
会
党
の
連
立
復
帰
を
求
め
る
羽
田
内
閣
の
連
立
与
党
の
動
き
に
揺
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
調
査
は
六
月
四
日
（
土
）
か
ら
一
一
日
（
土
）
の
間
に
全
衆
議
院
議
員
五
〇
九
人
（
欠
員
二
）
を
対
象
に
朝
日
新
聞
記
者
が
原
則
と
し
て

直
接
本
人
に
面
接
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
全
質
問
一
八
項
目
の
う
ち
一
〇
項
目
に
つ
い
て
議
員
個
人
名
で
回
答
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

（
2
）る

。
政
治
的
態
度
の
表
明
が
議
員
の
立
場
に
微
妙
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
は
個
人
名
で
の
回
答
は
伏
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
関
心
を
引
く
か
な
り
の
重
要
項
目
に
つ
い
て
議
員
個
人
の
態
度
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
議
員
個
人
の
態

度
が
表
明
さ
れ
て
い
る
項
目
の
み
か
ら
で
も
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の
六
月
調
査
に
続
い
て
、
村
山
内
閣
成
立
後
九
月

七
日
朝
刊
（
東
京
本
社
版
）
紙
面
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
に
日
本
が
入
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
衆
参
両
院
の
全
議
員
七

六
一
人
を
対
象
と
す
る
調
査
結
果
と
そ
の
分
析
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
九
月
調
査
は
、
八
旦
一
φ
日
（
火
）
か
ら
九
月
二
日
（
金
）
に
行
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
回
答
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
も
議
員
個
人
名
で
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
七
月
二
七
日
朝
刊
（
東
京
本
社
版
）
紙
面
に
、
村
山
首
相
が
臨
時
国
会
の
答
弁
で
打
ち
出
し
た
社
会
党
の
基
本
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
つ
い
て
の
政
策
転
換
に
対
す
る
賛
否
を
め
ぐ
り
、
社
会
党
の
衆
参
両
議
員
を
対
象
と
す
る
調
査
結
果
と
そ
の
分
析
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ

の
七
月
調
査
は
、
七
月
二
一
二
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
回
答
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
々
の

26



国
会
議
員
の
個
人
名
で
の
回
答
を
発
表
で
き
る
調
査
は
、
一
般
の
民
間
人
で
あ
る
研
究
者
に
は
極
め
て
難
し
い
の
で
こ
の
紙
面
に
発
表
さ

れ
た
三
つ
の
調
査
結
果
を
手
が
か
り
に
二
次
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
。

政
権
を
め
ぐ
る
与
野
党
議
員
の
政
治
的
態
度

社会党政権の成立は「タマスカスヘの道」か

　
政
治
的
態
度
調
査
お
よ
び
常
任
理
事
国
入
り
調
査
で
議
員
個
人
の
回
答
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
質
問
項
目
は
、
解
散
総
辞
職
、
内
閣

不
信
任
案
、
政
界
再
編
に
と
も
な
う
政
権
形
態
と
い
っ
た
政
権
を
め
ぐ
る
問
題
と
税
制
改
革
、
地
方
分
権
、
憲
法
九
条
や
国
連
常
任
理
事

国
入
り
と
い
っ
た
現
在
焦
点
と
な
っ
て
い
る
内
政
外
交
を
め
ぐ
る
基
本
政
策
の
問
題
お
よ
び
政
策
課
題
で
は
あ
る
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

個
人
の
信
条
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
死
刑
制
度
の
問
題
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
、
第
二
の
問
題
は
、
議
員
個
人
の
立
場

と
い
う
よ
り
も
所
属
政
党
の
立
場
に
よ
る
拘
束
が
か
な
り
強
い
と
思
わ
れ
る
し
、
第
一
一
、
の
問
題
は
相
対
的
に
議
員
個
人
の
立
場
が
強
く
出

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
個
々
の
議
員
の
政
治
的
態
度
を
考
察
す
る
場
合
、
所
属
政
党
と
な
ら
ん
で
そ
の
議
員
の
当
選
回
数
と
の
関
係
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
五

五
年
体
制
の
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
役
職
、
旧
自
民
党
の
場
合
閣
僚
あ
る
い
は
政
務
次
官
に
就
任
の
条
件
と
し
て
、
次
第
に
当
選
回

数
が
大
き
な
要
因
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
の
組
織
一
般
に
見
ら
れ
る
、
年
功
序
列
シ
ス
テ
ム
の
事
実
上
の
確
立
で
あ
る
。

一
方
、
特
に
旧
自
民
党
を
中
心
と
す
る
二
世
議
員
の
増
大
に
よ
っ
て
、
当
選
回
数
の
多
少
は
年
齢
の
上
下
と
も
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
竹
下
内
閣
に
お
け
る
入
閣
の
ひ
と
つ
の
条
件
は
当
選
七
回
以
上
と
さ
れ
た
が
、
宇
野
内
閣
以
降
政
府
与
党
を
囲
む
危
機
的
政
治
状
況
の

中
で
、
当
選
回
数
の
少
な
い
若
手
政
治
家
の
抜
擢
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
手
政
治
家
の
社
会
意
識
の
変
化
も
加
わ
っ
て
、
党

内
の
政
治
改
革
議
論
の
中
で
多
く
の
若
手
政
治
家
は
政
治
改
革
推
進
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
治
改
革
を
め
ぐ
る
対
立

27



法学研究68巻1号（’95　1）

は
、
一
面
、
世
代
的
対
立
の
様
相
も
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
自
民
党
の
場
合
、
当
選
一
・
二
回
と
三
・
四
回
の
議
員
を
加
え
る
と
、
全
議
員
の
半
分
弱
で
あ
る
が
、
社
会
党
の
場
合
七
割
弱
、
新
生

党
で
は
四
分
の
三
、
新
党
さ
き
が
け
と
日
本
新
党
、
自
由
党
、
新
党
み
ら
い
で
は
一
名
を
除
い
て
全
員
、
公
明
・
民
社
両
党
は
八
割
強
を

占
め
て
い
る
。
当
選
七
回
以
上
の
議
員
は
、
自
民
党
で
三
割
、
社
会
党
で
二
割
強
を
占
め
て
い
る
が
、
新
生
、
公
明
、
民
社
の
各
党
で
は

い
ず
れ
も
一
割
強
で
、
日
本
新
党
、
新
党
み
ら
い
で
は
、
各
一
名
、
新
党
さ
き
が
け
や
自
由
党
に
は
一
名
も
い
な
い
。
衆
議
院
議
員
の
三

分
の
二
は
当
選
四
回
以
下
で
あ
り
、
政
治
改
革
積
極
派
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
れ
ら
当
選
四
回
以
下
の
議
員
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
政
権
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
羽
田
内
閣
成
立
後
の
解
散
総
選
挙
に
対
す
る
態
度
を
見
る
と
（
表
1
）
、
社
会
党
と
自
民
党
、

特
に
社
会
党
に
お
い
て
直
ち
に
解
散
し
て
現
行
中
選
挙
区
制
で
選
挙
を
や
ろ
う
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
区
割
り
法
案
を
成
立
さ
せ
新

制
度
に
よ
る
早
期
解
散
を
主
張
す
る
意
見
は
細
川
護
煕
元
首
相
が
率
い
る
日
本
新
党
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
新
生
・

公
明
・
民
社
の
三
党
と
自
民
・
社
会
の
両
党
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
自
民
・
社
会
両
党
に
も
か
な
り
の
選
挙
制
度
改
革
推
進
派
の
い

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
年
内
解
散
の
必
要
が
な
い
と
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
公
明
党
が
突
出
し
て
支
持
し
、
新
生
党
に
も
こ
の
意

見
が
強
い
。
新
・
新
党
結
成
の
準
備
が
遅
れ
選
挙
態
勢
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
正
直
な
表
明
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
見
に
つ

い
て
は
、
当
選
一
・
二
回
の
議
員
が
突
出
し
て
賛
成
し
て
い
る
。
選
挙
基
盤
の
弱
さ
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
新
党
さ
き
が
け
・
自
民
の
両
党
に
そ
の
他
・
無
回
答
が
著
し
く
多
い
。
朝
日
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、
そ
の

他
の
中
に
は
羽
田
内
閣
の
総
辞
職
を
求
め
る
も
の
が
多
数
を
占
め
た
と
い
う
。
新
党
さ
き
が
け
と
自
民
両
党
に
羽
田
内
閣
総
辞
職
を
求
め

る
声
が
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
自
民
党
だ
け
取
り
出
し
て
み
る
と
自
民
党
議
員
の
ほ
ぼ
半
分
は
羽
田
内
閣
の
総
辞
職
を
求
め
、
五

分
の
一
弱
が
現
行
中
選
挙
区
制
で
の
解
散
を
、
四
分
の
一
弱
が
新
制
度
で
の
早
期
解
散
を
求
め
て
い
た
。
社
会
党
に
つ
い
て
み
る
と
三
分

の
一
が
羽
田
内
閣
の
総
辞
職
、
四
分
の
一
強
が
現
行
中
選
挙
区
制
度
で
の
解
散
を
、
四
分
の
一
が
新
制
度
で
の
早
期
解
散
を
求
め
て
い
た
。

自
民
・
社
会
の
両
党
は
、
四
つ
の
態
度
に
ま
た
が
っ
て
い
た
の
に
対
し
共
産
党
が
一
四
名
中
一
〇
名
が
現
行
中
選
挙
区
制
で
の
解
散
を
主
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表1　解散への態度

（実数） 中選挙区解散 新制度解散 今年中の解散反対 その他・無回答

全　体
（475）

153 229 208 410

自民党
（196）

18．9 230 8．2 500

社会党
（72）

264 236 139 361

新生党
（55） 』 255 436 309

さきかけ
（22）

45 136 182 636

公明党
（47）

191 638 170

民社党
（16） 一 250 313 438

日本新党
（32）

375 219 406

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

333 133 533

無所属
（5）

400 一 200 400

共　産
（15）

933 一 』 67

　羽田政権は，首班指名のあとて連立の組み合わせが変わりましたか，今年度予算案が成立した

ら，解散・総選挙をして，たたちに民意を問うべきたと思いますか。そう思いませんか。次のな

かから選択してくたさい。

①
②
③
④

ただちに解散すべき。現行中選挙区てもやむを得ない

「区割り法案」を成立させ、てきるだけ早く新制度て解散すへき

少なくとも今年中は解散する必要はない

その他・無回答
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張
し
て
い
た
こ
と
は
と
も
か
く
、
新
生
党
以
下
与
党
各
党
の
議
員
の
中
に
は
現
行
中
選
挙
区
制
で
の
解
散
に
賛
成
し
て
い
た
も
の
は
一
人

も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
内
閣
不
信
任
案
に
つ
い
て
は
、
（
表
2
）
、
自
民
党
の
大
勢
、
ほ
ぼ
四
分
の
三
近
く
が
不
信
任
案
に
賛
成
の
態
度
を
表
明
し
て
い
た
の
に

対
し
、
約
三
分
の
一
が
そ
の
他
・
無
回
答
で
、
反
対
と
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
も
二
名
、
欠
席
す
る
と
答
え
た
も
の
も
一
名
い
た
。
社

会
党
の
場
合
、
不
信
任
案
提
出
に
賛
成
は
約
三
割
、
反
対
は
そ
の
半
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
全
体
の
半
数
以
上
が
そ
の
他
無
回
答
で
あ

っ
た
。
社
会
党
が
こ
の
問
題
で
大
き
く
揺
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
不
信
任
案
に
賛
成
の
態
度
を
示
し
た
も
の
は
、
当
選
七
回
以
上
の

議
員
の
中
で
は
突
出
し
て
多
い
。
当
選
七
回
以
上
の
議
員
が
自
民
党
と
社
会
党
の
中
に
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ス
ト
羽
田
内
閣
の
政
権
形
態
に
つ
い

表2　不信任案への態度

（実数） 賛　成 反　対 欠　席
その他

無回答

全　体
（475）

37．6 36．1 02 26．1

自民党
（196）

709 LO 0．5 276

社会党
（72）

292 13．9 一 569

新生党
（55）

18 927 一 55

さきがけ
（22）

4．5 136 一 81．8

公明党
（47） 一 97．9 一 21

民社党
（16） 　 100．0 一 皿

日本新党
（32） 一 906 一 94

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

一 93．3 一 67

無所属
（5）

400 20．0 一 400

共　産
（15）

100．0 一 一 一

　羽田内閣に対して内閣不信任案か出た場合，本会議てはと

のように対応しますか。

①賛成する②反対する③欠席する④その他・無回答

て
は
（
表
3
）
、
自
民
党
の
三
分
の
一
以
上

が
二
大
政
党
制
、
五
分
の
一
が
保
守
A
、

保
守
B
、
社
民
リ
ベ
ラ
ル
の
い
わ
ゆ
る
三

党
制
を
支
持
し
て
い
た
が
、
全
体
の
四
割

が
そ
の
他
・
無
回
答
で
は
っ
き
り
と
し
た

展
望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
社
会
党
の
場
合
、
五
割
強
が
三
党
制

を
支
持
し
て
い
た
が
社
民
リ
ベ
ラ
ル
の
相

手
方
で
あ
る
民
社
党
の
方
は
三
分
の
二
以

上
が
二
大
政
党
制
を
支
持
し
、
三
党
制
の

支
持
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
新
生
・
公
明
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表3　ポスト羽田内閣の政権形態

（実数） 二大政党
保守A，保守B

社民リベラル
小党分立

その他

無回答

全　体
（475）

445 216 48 290

自民党
（196）

367 214 20 398

社会党
（72）

181 569 111 139

新生党
（55）

873 73 一 55

さきかけ
（22）

136 182 45 636

公明党
（47）

894 10．6

民社党
（16）

688 188 一 12．5

日本新党
（32）

406 188 31 375

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

600 133 267

無所属
（5） 一 200 600 200

共　産
（15）

6．7 400 533

政権再編かまた進みそうてすか，今後の政治勢力の姿について，とういう

ものが好ましいと考えますか。次の中から選択してくたさい。

①政権交代が可能な二大政党か競い合う形

②山岸章連合会長か言うような「保守A」r保守B」r社民リベラル」といっ

　　た三大勢力か競い合う形

③民意をてきるたけ反映する形の小党分立てもいい

④その他・無回答
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両
党
で
は
、
二
大
政
党
制
が
圧
倒
的
多
数
で
支
持
さ
れ
て
い
た
の
は
当
然
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
去
就
を
注
目
さ
れ
て
い
た
日
本
新
党
の

場
合
四
割
が
二
大
政
党
制
の
支
持
、
三
分
の
二
強
が
無
回
答
で
日
本
新
党
の
議
員
が
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
に
立
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
穏
健
な
多
党
制
、
い
わ
ゆ
る
三
党
制
度
を
支
持
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
新
党
さ
き
が
け
の
三
分
の
二
近
く
が
そ
の
他
・
無
回

答
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
党
が
大
政
党
の
狭
間
で
ど
の
よ
う
に
し
て
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
を
維
持
す
る
か
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　
以
上
各
問
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
政
権
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
羽
田
内
閣
の
与
党
新
生
・
公
明
・
民
社
・
日
本
新
党
の
各
党
が

そ
れ
ぞ
れ
比
較
的
一
本
化
し
て
い
た
の
に
対
し
、
自
民
・
社
会
の
両
党
は
党
内
に
か
な
り
異
質
な
態
度
の
分
裂
が
存
在
し
て
い
た
。
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三
　
基
本
政
策
を
め
ぐ
る
与
野
党
議
員
の
政
治
的
態
度

　
細
川
内
閣
倒
壊
の
一
因
と
な
っ
た
国
民
福
祉
税
に
始
ま
り
、
村
山
内
閣
の
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の
課
題
の
一
つ
、
税
制

改
革
に
つ
い
て
は
（
表
4
）
、
こ
の
調
査
の
行
な
わ
れ
た
羽
田
内
閣
末
期
の
時
点
で
は
、
新
生
・
民
社
の
両
党
に
無
条
件
賛
成
を
表
明
し
た

者
が
七
分
の
一
、
公
明
・
新
党
さ
き
が
け
・
日
本
新
党
な
ど
で
は
約
一
割
あ
っ
た
ほ
か
、
社
会
党
を
除
く
旧
連
立
与
党
は
、
い
ず
れ
も
条

件
付
賛
成
の
立
場
を
明
か
に
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
自
民
党
の
場
合
条
件
付
賛
成
と
反
対
の
立
場
は
三
対
二
の
比
率
で
分
か
れ
て
い

た
。
一
方
社
会
党
は
条
件
付
賛
成
と
反
対
に
二
分
さ
れ
て
い
た
。
自
民
党
の
反
対
は
羽
田
内
閣
倒
閣
の
戦
術
と
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
社
会

党
の
反
対
は
、
消
費
税
反
対
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
党
の
基
本
方
針
と
、
八
九
年
参
院
選
で
消
費
税
反
対
で
大
量
当
選
を
果
た
し
た
参
議
院

議
員
が
九
五
年
に
改
選
期
を
迎
え
る
と
い
っ
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
税
制
改
革
と
な
ら
ぶ
内
政
上
の
大
き
な
問
題
は
、
地
方
分
権
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
（
表
5
）
、
新
党
さ
き
が
け
と
日
本
新

党
の
半
分
以
上
が
、
社
会
党
の
四
割
が
中
央
官
僚
へ
の
権
限
集
中
と
市
町
村
の
権
限
委
譲
の
受
け
皿
と
し
て
市
町
村
の
規
模
が
小
さ
す
ぎ
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　　　　　　　　　　　　　　　　表4　税制改革

（実数） 賛　成 条件つき賛成 反　対 無回答

全　体
（475） 46 620 261 74

自民党
（196）

10 546 357 8．7

社会党
（72）， 一 458 48．6 56

新生党
（55）

145 78．2 一 73

さきかけ
（22）

91 909 一 一

公明党
（47）

106 830 21 43

民社党
（16）

125 813 6．3

日本新党
（32） 63 84．4 31 6．3

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

67 733 一 200

無所属
（5） 一 400 400 200

共　産
（15） 一 一 1000 一

　税制改革については各議員が4つの選択肢の何れに回答したかは明らかにされ

ているが質問文自体は省略されている。

る
と
い
う
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
自
民
党
や
新
生
、
公
明
、
民

社
の
各
党
は
、
中
央
官
僚
へ
の
権
限
集

中
の
ほ
か
、
住
民
の
自
治
意
識
が
低
い

こ
と
や
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
の
影
響
、
国
会

議
員
が
不
熱
心
で
あ
る
こ
と
等
を
挙
げ

て
い
る
。
新
党
さ
き
が
け
と
日
本
新
党

が
、
中
央
省
庁
へ
の
権
限
集
中
と
同
時

に
、
権
限
委
譲
の
受
け
皿
と
し
て
は
市

町
村
の
規
模
が
小
さ
過
ぎ
る
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
の
は
、
両
党
と
も
党
首
が
県

知
事
で
あ
っ
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
こ

と
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
来
、
地

方
分
権
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
だ
け
で

な
く
都
道
府
県
の
受
け
皿
と
し
て
の
能

力
の
問
題
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
残
念
な

が
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
項
目

は
な
い
。
そ
の
他
と
答
え
た
回
答
が
、

全
体
の
三
分
の
一
以
上
に
の
ぼ
る
が
、
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お
そ
ら
く
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
数
は
少
な
い
が
、
地
方
分
権
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
市
町
村
の
側
の
問
題
だ
け

を
挙
げ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
、
地
方
分
権
に
対
し
て
消
極
的
な
考
え
の
持
ち
主
と
お
も
わ
れ
る
。

　
六
月
調
査
で
質
問
さ
れ
た
不
戦
決
議
、
憲
法
第
九
条
、
お
よ
び
九
月
調
査
で
質
問
さ
れ
た
国
連
常
任
理
事
国
入
り
の
問
題
な
ど
、
安
全

保
障
を
め
ぐ
る
基
本
的
外
交
政
策
の
問
題
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
不
戦
決
議
に
つ
い
て
は
（
表
6
）
、
社
会
党
の
ほ
と
ん
ど
全

員
が
早
急
に
決
議
を
行
な
う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
社
会
党
に
次
い
で
、
公
明
党
の
約
八
割
が
早
急
に
決
議
す
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表5　地方分権の進まない原因

（実数） 中央官僚
中央官僚

と市町村

中央官僚

とその他
その他

全　体
（475） 78 258 412 252

自民党
（196）

61 20．9 429 301

社会党
（72）

111 41．7 403 69

新生党
（55） 55 109 473 364

さきかけ
（22） 45 545 227 182

公明党
（47）

128 17．0 553 106

民社党
（16）

188 12．5 563 125

日本新党
（32）

31 50．0 281 18．8

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

67 13．3 333 467

無所属
（5）

20．0 200 600 一

共　産
（15）

6．7 333 一 600

　政府は年内に地方分権大綱をまとめる方針てす・地方分権は長

い間，さまざまに論議されてきましたが，なかなか実現に向けて

動き出さないのが現実てす。地方分権か進まない原因は何てしょ

うか。次の選択肢のなかから大きな原因と思われるもの二つまて

選んてくたさい。その他として，二つまで具体的に挙げてもらっ

てもけっこうてす。

　①中央官僚が許認可，補助金なとの権限を手放すことに抵抗し

　　ていること
　②市町村の規模が小さくて，権限委譲の受け皿が整っていない

　　こと
　③住民の自治意識が低いこと

　④セネコン汚職なとがあり，自治体が信用されていないこと

　⑤分権がすすめば国会議員の権限が小さくなることから国会

　　議員が不熱心てあること

⑥その他
　この質問は複数回答てある。分析の必要上，選択肢に対する回

答を①とのみ答えたもの，①と②をあげたもの，①と③④⑤⑥を

あげたもの，②③④⑤⑥のなかから1つもしくは複数を回答とし

てあげたものの4グループに分類した。



べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
新
生
、
新
党
さ
き
が
け
、
日
本
新
党
の
各
党
は
、
六
割
程
度
の
者
が
早
急
決
議
に
賛
成
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

民
社
党
の
場
合
、
四
割
強
が
早
急
決
議
に
賛
成
と
し
て
い
る
が
、
三
割
は
不
戦
決
議
を
す
る
必
要
は
な
い
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
四

分
の
一
は
そ
の
他
・
無
回
答
で
あ
る
。
当
時
野
党
で
あ
っ
た
自
民
党
は
、
早
急
決
議
に
賛
成
の
者
が
四
分
の
一
、
一
方
必
要
な
し
と
す
る

者
が
約
四
割
あ
っ
た
が
、
自
民
党
の
場
合
も
、
そ
の
他
・
無
回
答
が
四
分
の
一
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
他
・
無
回
答
は
、
新
生
、

新
党
さ
き
が
け
、
日
本
新
党
で
も
、
か
な
り
の
数
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
他
・
無
回
答
が
、
も
し
心
情
的
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
戦

社会党政権の成立は「タマスカスヘの道」か

表6　不戦決議

（実数） 早急決議 時期尚早 不必要
そ　の　他
わからない

無回　答

全　体
（475） 511 63 214 212

自民党
（196）

26．0 77 398 265

社会党
（72） 958 一 14 28

新生党
（55）

600 73 145 182

さきかけ
（22） 545 91 136 227

公明党
（47） 766 64 43 128

民社党
（16）

438 313 250

日本新党
（32）

531 94 125 250

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

400 67 533

無所属
（5） 200 600 一 200

共　産
（15） 733 一 一 267

　戦後五十年を機に，不戦を誓う国会決議を行なうへきたという

意見か出ていますか，とう思いますか。

　①早急に決議するへき

　②いまは時期尚早て決議するへきてはない

　③今後とも決議をする必要はない

　④その他・わからない・無回答
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決
議
必
要
な
し
と
い
う
立
場
に
近
い
と
す
れ
ば
、
社
会
、
公
明
両
党
を
除
け
ば
、
各
党
と
も
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
党
内
に
い
ろ
い
ろ

態
度
の
分
裂
の
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
不
戦
決
議
に
つ
い
て
は
、
世
代
間
の
対
立
が
か
な
り
明
瞭
に
見
て
と
れ
る
。
当
選
回
数
の
少

な
い
議
員
の
間
で
は
、
こ
れ
を
不
必
要
と
す
る
も
の
は
六
分
の
一
程
度
で
あ
る
が
、
七
回
以
上
で
は
、
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
選
回
数
の
古
い
議
員
は
保
守
的
な
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ほ
と
ん
ど
全
員
が
早
急
な
不
戦
決
議
を
主
張
し
て
い
る
社
会
党
の
場
合
、
当
然
憲
法
第
九
条
に
つ
い
て
は
（
表
7
）
、
　
一
人
残
ら
ず
全

員
が
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
し
て
い
る
。
公
明
党
の
場
合
も
、
不
戦
決
議
同
様
憲
法
第
九
条
に
つ
い
て
も
そ
の
四
分
の
三
が
現
状
の
ま
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表7　憲法9条

（実数） 現状のまま 改正必要
その他

無回答

全　体
（475）

634 13．2 233

自民党
（196）

55．6 194 250

社会党
（72）

1000 ｝ 一

新生党
（55）

527 145 32．7

さきがけ
（22）

59．1 18．2 227

公明党
（47）

723 一 277

民社党
（16）

43．8 188 37．5

日本新党
（32）

43．8 18．8 375

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

46．7 13．3 400

無所属
（5）

40．0 40．0 200

共　産
（15）

1000 一 一

　憲法九条は現状のままていいでしょうか，改める必

要があると思いますか。

　①現状のままでいい

　②改める必要がある

　③その他・無回答



ま
で
よ
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
政
党
は
、
新
党
さ
き
が
け
の
六
割
か
ら
民
社
党
の
四
割
強
ま
で
、
自
民
党
も
含
め
て
各
党

と
も
半
分
前
後
の
者
が
第
九
条
は
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
憲
法
第
九
条
の
特
色
は
、
そ
の
他
・
無
回
答
の
多
い
こ
と

で
あ
る
。
民
社
党
の
四
割
弱
を
最
高
、
新
党
さ
き
が
け
の
四
分
の
一
を
最
低
に
、
各
党
と
も
四
分
の
一
か
ら
三
割
の
間
に
集
中
し
て
い
る
。

不
戦
決
議
同
様
、
各
党
の
議
員
に
と
っ
て
率
直
な
態
度
表
明
を
躊
躇
さ
せ
る
よ
う
な
社
会
的
圧
力
を
感
じ
さ
せ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
九
条
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
者
は
、
自
民
党
、
日
本
新
党
の
二
割
を
最
高
と
し
て
、
新
生
党
の
六
分
の
一
が
最
低

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
誰
し
も
が
ハ
ト
派
と
目
す
る
議
員
の
中
に
見
ら
れ
る
、
現
状
程
度
の
国
連
協
力
で

あ
っ
て
も
拡
大
解
釈
に
よ
ら
ず
憲
法
の
条
文
を
整
備
す
べ
き
だ
と
す
る
意
見
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
数
字
は
そ
の
ま
ま
い
わ
ゆ
る

世
間
で
言
う
タ
カ
派
的
改
憲
論
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

社会党政権の成立は「タマスカスヘの道」か

表8　常任理事国入りへの賛否

（実数） 賛　成 反　対 無回答

全　体
（475）

424 11．3 46．2

自民党
（196）

36．2 51 587

社会党
（72）

167 347 486

新生党
（55）

582 一 418

さきがけ
（22）

182 91 72．7

公明党
（47）

833 一 167

民社党
（16）

625 63 313

日本新党
（32）

719 一 281

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

533 46．7

無所属
（5）

400 200 400

共　産
（15） 一 1000 一

　日本の国連安全保障理事国入りについて，与野

党の国会議員の間て意見が分かれているが，基本

的に常任理事国になることについて賛成か，反対

か（賛＝賛成，反一反対）

　なお，この質問において無回答か多いのは，政

治的態度調査て回答した議員の中で，この常任理

事国入り調査に際しては回答しなかった議員をす

へて無回答として処理したためてある。
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国
連
の
常
任
理
事
国
入
り
の
問
題
に
つ
い
て
は
（
表
8
）
、
社
会
党
と
新
党
さ
き
が
け
を
除
い
て
は
、
各
党
と
も
ほ
と
ん
ど
の
議
員
が

常
任
理
事
国
入
り
を
支
持
し
て
い
る
。
特
に
新
生
党
と
日
本
新
党
は
全
員
賛
成
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。

　
自
民
党
の
場
合
、
四
分
の
三
が
賛
成
で
あ
る
が
、
一
割
が
反
対
の
意
見
を
表
明
し
、
六
分
の
一
が
そ
の
他
・
無
回
答
で
あ
る
。
国
連
常

任
理
事
国
入
り
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
の
中
に
確
固
た
る
反
対
論
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
社
会
党
の
場
合
、
四
分
の
一
が
常
任

理
事
国
入
り
を
支
持
し
、
半
数
が
反
対
、
残
り
の
二
割
が
そ
の
他
・
無
回
答
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
常
任
理
事
国
入
り
に
つ
い
て
は
、

社
会
党
の
党
内
は
二
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
選
一
・
二
回
の
議
員
は
半
分
以
上
が
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
当
選
回

数
の
古
い
議
員
の
間
で
は
、
半
分
以
上
が
回
答
を
保
留
し
て
い
る
。

　
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
個
人
の
信
条
に
も
関
わ
る
死
刑
制
度
の
問
題
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
9
）
、
即
時
廃
止
と
い
う
者

は
社
会
党
と
公
明
党
に
多
い
。
ま
た
、
仮
釈
放
を
認
め
な
い
終
身
刑
な
ど
を
創
設
し
て
死
刑
を
廃
止
す
る
と
い
う
者
を
加
え
る
と
、
社
会
、

公
明
両
党
と
も
半
数
以
上
が
死
刑
廃
止
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
上
述
の
不
戦
決
議
や
憲
法
第
九
条
の
問
題
と
並
ん
で
、
死
刑
廃
止
の
問

題
も
社
会
、
公
明
両
党
の
態
度
に
は
重
な
り
合
う
部
分
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
さ
き
が
け
や
日
本
新
党
に
も
、
死
刑
を
廃
止
し
て
終
身
刑

を
も
っ
て
変
え
る
と
す
る
立
場
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
三
割
程
度
占
め
て
い
る
。
一
方
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
す
る
態
度
は
、
自
民
、
新
生
、

民
主
の
三
党
と
も
六
割
か
ら
七
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
死
刑
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
・
無
回
答
者
が
少
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
党
の

立
場
が
明
確
に
は
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
か
な
り
自
由
に
そ
の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
党
さ
き
が
け
と
日
本
新

党
の
議
員
の
態
度
が
、
自
民
、
新
生
、
民
社
の
三
党
の
態
度
に
比
べ
れ
ば
リ
ベ
ラ
ル
な
の
が
興
味
深
い
。
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四
　
社
会
党
の
政
策
転
換
に
対
す
る
社
会
党
議
員
の
態
度

先
述
の
よ
う
に
、
村
山
内
閣
は
成
立
と
同
時
に
、
従
来
社
会
党
の
存
在
意
義
と
関
わ
る
と
さ
れ
て
き
た
、
基
本
的
な
政
策
に
つ
い
て
の
転



社会党政権の成立は「ダマスカスヘの道」か

　　　　　　　　　　　　表9　死刑制度をどう考えるか

（実数） 即時廃止

仮釈放のない
終身刑で

死刑にかえる

執行停止の上，

議論を深める
現状のまま

分からない
無　回　答

全　体
（475） 82 200 191 399 128

自民党
（196）

15 107 148 577 153

社会党
（72）

222 347 347 42 42

新生党
（55） 18 36 200 58．2 164

さきかけ
（22） 一 318 22．7 409 45

公明党
（47）

170 426 234 64 10．6

民社党
（16） 一 188 63 688 63

日本新党
（32） 31 281 188 313 188

自由・みらい・

改新系無所属
（15）

267 67 533 133

無所属
（5）

200 200 600 一 一

共　産
（15）

600 20．O

　　　I

67 一 133

死刑制度について，とう考えますか。次のなかから選択してくたさい。

　①即時廃止するべき

　②仮釈放を認めない終身刑なと創設して，死刑は廃止する

　③現段階で執行を停止し，その間に議論を深める

　④現状のままていい

　⑤その他。わからない・無回答
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表10　《自衛隊合憲答弁についてどう思うか》

合　計（実数） 賛　成 やむを得ない 反　対 無回答

（48） 31．3％ 64．6％ 21％ 21％

《現状の自衛隊は合憲か違憲か》

合　計（実数） 合　憲 違　憲 無回答

（48） 54．2％ 313％ 14．6％

《”日米安保必要”答弁についてどう思うか》

合　計（実数） 賛　成 やむを得ない 反　対 無回答

（48） 54．2％ 41．7％ 2．1％ 2．1％

《”非武装中立”答弁への賛否》

合　計（実数） 賛　成 やむを得ない 反　対 無回答

（48） 22．9％ 29．2％ 45．8％ 2．1％

《首相の自衛隊合憲答弁にもかかわらず，今後も「護憲勢力」として

の政策を展開できるか》

合　計（実数） できる 難しくなる 無回答

（48） 81．3％ 167％ 2．1％

《”国家・国旗の尊重と学校教育でのそれらの指導は必要である”

との首相答弁をどう思うか》

合　計（実数） 賛成 やむを得ない 反　対 無回答

（48） 292％ 375％ 20．8％ 12．5％
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換
を
次
々
と
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
転
換
は
、
党
下
部
組
織
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
国
会
議
員
の
間
に
お
い
て
す
ら
さ
ま
ざ
ま
な

戸
惑
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
政
策
転
換
に
対
す
る
社
会
党
の
衆
議
院
議
員
の
態
度
の
混
乱
と
分
裂
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
表
1
0
）
。

　
村
山
総
理
は
所
信
表
明
演
説
で
、
従
来
自
衛
隊
は
違
憲
・
合
法
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
党
の
態
度
を
転
換
し
、
自
衛
隊
は
合
憲
で
あ
り
、

日
米
安
保
は
こ
れ
を
堅
持
す
る
と
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
社
会
党
議
員
の
中
で
賛
成
と
い
う
者
は
三
割
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
反
対
と
い
う
者
も
一
名
で
あ
り
、
残
り
は
や
む
を
得
な
い
と
追
認
し
て
い
た
。
た
だ
し
当
選
七
回
以
上
の
人
は
多
く
が
回

答
を
保
留
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
衛
隊
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
合
憲
と
す
る
者
は
半
分
強
で
あ
っ
て
、

三
割
は
違
憲
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
実
に
存
在
し
て
い
る
自
衛
隊
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
党
は
二
分
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
日
米
安
保
条
約
を
堅
持
す
る
と
い
う
村
山
総
理
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
約
半
分
強
が
賛
成
と
答
え
、
四
割
が
や
む
を
得
な
い
と

総
理
の
立
場
を
追
認
し
て
い
る
。
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
の
は
こ
れ
も
一
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
党
の
基
本
政
策
で
あ
る
非

武
装
中
立
は
す
で
に
政
策
的
役
割
を
終
え
た
と
い
う
答
弁
に
つ
い
て
は
、
賛
成
は
二
割
、
約
三
割
が
や
む
を
得
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
四
割
強
が
は
っ
き
り
と
反
対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
。
非
武
装
中
立
政
策
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
社
会
党
内
に
厳

し
い
批
判
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
村
山
内
閣
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
今
後
も
護
憲
勢
力
と
し
て
の
政
策
を
展
開
で
き
る

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
八
割
の
者
が
で
き
る
と
答
え
、
六
分
の
一
が
難
し
い
と
答
え
て
い
る
。

　
更
に
、
日
の
丸
が
国
旗
、
君
が
代
が
国
歌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
国
民
に
定
着
し
て
お
り
、
学
校
教
育
で
国
歌
斉
唱
、
国
旗
掲
揚
の
指

導
は
必
要
で
あ
る
と
の
総
理
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
約
三
割
の
者
が
賛
成
、
や
む
を
得
な
い
と
い
う
者
を
加
え
れ
ば
ほ
ぼ
三
分
の
二
の
支

持
を
得
て
い
る
が
、
反
対
も
二
割
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
割
強
が
回
答
を
保
留
し
て
い
る
。
自
衛
隊
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識

同
様
に
、
回
答
す
る
こ
と
に
躊
躇
を
感
じ
る
社
会
党
議
員
の
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
、
村
山
政
権
の
成
立
に
よ
る
政
権
与
党
と

し
て
の
立
場
か
ら
、
総
理
の
国
会
答
弁
を
支
持
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
現
実
に
は
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
踏
み
切
れ
な
い
社
会
党
の
苦
悩
を
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見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
与
野
党
議
員
の
政
治
的
態
度
に
見
ら
れ
る
五
つ
の
グ
ル
ー
プ

　
羽
田
内
閣
の
連
立
与
党
を
構
成
し
た
新
生
・
公
明
以
下
の
各
政
党
の
議
員
の
態
度
は
、
党
ご
と
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
て
ば
ら
つ
き

は
大
き
く
な
い
。
し
か
し
、
村
山
内
閣
を
構
成
す
る
自
民
党
と
社
会
党
お
よ
び
小
党
で
あ
る
が
新
党
さ
き
が
け
の
議
員
の
態
度
に
は
、
党

内
で
か
な
り
の
広
が
り
や
対
立
・
分
裂
が
存
在
す
る
。
そ
れ
で
は
、
村
山
内
閣
の
連
立
与
党
を
構
成
す
る
自
民
・
社
会
・
新
党
さ
き
が
け

の
三
党
の
態
度
に
は
重
な
り
合
う
部
分
が
な
い
の
か
、
羽
田
内
閣
の
旧
連
立
与
党
を
構
成
す
る
各
党
に
つ
い
て
み
て
も
新
・
新
党
結
成
が

可
能
な
程
態
度
の
重
な
り
が
あ
る
の
か
、
公
明
党
と
そ
れ
以
外
の
政
党
の
議
員
の
態
度
に
は
重
な
り
合
う
部
分
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

相
互
に
か
な
り
異
質
的
で
あ
る
の
か
、
ま
た
現
在
の
与
野
党
を
通
じ
て
み
て
自
民
党
と
新
生
党
の
間
に
、
あ
る
い
は
社
会
党
と
民
社
党
の

間
に
態
度
の
重
な
り
は
な
い
の
か
と
い
っ
た
諸
関
係
を
見
る
た
め
に
、
統
数
研
の
数
量
化
理
論
三
類
に
よ
る
分
析
を
参
考
に
考
察
し
て
み

　
（
5
）

よ
う
。

　
三
類
の
分
析
で
、
朝
日
新
聞
の
各
調
査
項
目
に
対
す
る
各
議
員
の
回
答
を
、
最
も
明
確
に
構
造
化
す
る
第
一
軸
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
1
1
、

図
1
）
、
一
方
の
極
に
政
界
再
編
の
政
権
形
態
と
し
て
小
党
分
立
を
挙
げ
る
も
の
、
予
算
成
立
後
、
た
だ
ち
に
中
選
挙
区
制
で
の
解
散
を
主

張
す
る
も
の
、
常
任
理
事
国
入
り
に
反
対
で
、
死
刑
も
即
時
廃
止
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
、
社
会
党
の
派
閥
の
ひ
と
つ
太
陽
を
中
心
と
す

る
護
憲
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
他
方
の
極
に
は
、
税
制
改
革
に
賛
成
で
、
羽
田
内
閣
に
対
す
る
内
閣
不
信
任
案
に
反
対
、
羽
田
内

閣
の
予
算
成
立
後
も
年
内
解
散
は
必
要
な
く
、
国
連
常
任
理
事
国
入
り
に
は
賛
成
で
、
政
界
再
編
に
よ
り
二
大
政
党
制
を
求
め
る
と
い
っ

た
、
新
生
党
を
中
心
と
す
る
政
治
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
中
間
に
は
政
界
再
編
で
は
三
党
体
制
を
、
憲

法
九
条
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
を
、
地
方
分
権
の
障
害
は
中
央
官
僚
と
市
町
村
の
双
方
に
あ
る
と
考
え
、
不
戦
決
議
は
早
急
に
決
議
す
べ
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　　　　　　　　　　　　　　表11　カテゴリウェイト

　　くアイテムカテゴリ変数＞　　　　　　　度　数　　解　1

　　解散への態度

　　　　中選挙区解散　　　　　　　　　　　　　　73　　　299

　　　　新制度解散　　　　　　　　　　　　　　　109　　－059

　　　　今年中の解散反対　　　　　　　　　　　　99　　－L18

　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　　194　　｝019

　　不信任案への態度

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　　　　　179　　　1．35

　　　　反対　　　　　　　　　　　　　　　　　172　　－L47
　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　　124　　　008

　　ポスト羽田内閣の政権形態

　　　　二大政党　　　　　　　　　　　　　　　212　　－099
　　　　保守A保守B社民リベラル　　　　　　　103　　　0．64
　　　　小党分立　　　　　　　　　　　　　　　　23　　　4，11

　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　137　　0，35

　　税制改革

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　　　　　　22　　－193
　　　　条件つき賛成　　　　　　　　　　　　　295　　－068
　　　　反対　　　　　　　　　　　　　　　　　124　　　2．08

　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　　34　　－044

　　地方分権の進まない原因

　　　　中央官僚　　　　　　　　　　　　　　　　37　　－0，17

　　　　中央官僚と市町村　　　　　　　　　　　123　　　0．61

　　　　中央官僚とその他　　　　　　　　　　196　　－0．34

　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　119　　－003

　　不戦決議

　　　　早急決議　　　　　　　　　　　　　　　243　　　022
　　　　時期尚早　　　　　　　　　　　　　　　　30　　－061

　　　　不必要　　　　　　　　　　　　　　　　　102　　　007

　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　100　　－041

　　憲法9条

　　　　現状維持のまま　　　　　　　　　　　　302　　　048
　　　改正必要　　　　　　　　　　　　　　　　　63　　－063

　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　　110　　－095

　　常任理事国入りへの賛否

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　　　　　　202　　－099

　　　　反対　　　　　　　　　　　　　　　　　54　　　303
　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　219　　017

　　死刑制度

　　　　即時廃止　　　　　　　　　　　　　　　　　39　　　268

　　　　仮釈放のない終身刑で死刑にかえる　　　　95　　－023

　　　　執行停止の上，議論を深める　　　　　　　91　　　017

　　　　現状のまま　　　　　　　　　　　　　　190　　 0．48

　　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　　60　　－010
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社会党政権の成立は「タマスカスヘの道」か

き
で
あ
り
、
死
刑
問
題
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
議
論
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ

が
集
ま
っ
て
い
る
。
衆
議
院
の
与
野
党
議
員
は
護
憲
グ
ル
ー
プ
と
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
を
両
端
と
す
る
軸
上
に
散
ら
ば
り
、
ほ
ぼ
中
間

に
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
が
位
置
し
て
い
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
2
軸
に
つ
い
て
み
る
と
↓
方
の
極
に
税
制
改
革
、
不
戦
決
議
、
政
界
再
編
、
死
刑
問
題
、
地
方
分
権
や
憲
法
九
条
な
ど
の
各
項
目
に
、

そ
の
他
・
無
回
答
の
態
度
を
表
明
し
た
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
調
査
対
象
は
一
般
の
国
民
で
は
な
く
国
会
議
員
で
あ
る
。
無
回
答

の
多
く
は
決
し
て
無
関
心
の
た
め
に
意
見
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
選
択
肢
と
は
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
意
見
や
所
属
政
党
の
立
場
と
は

異
な
る
態
度
を
持
ち
、
あ
る
い
は
世
論
や
マ
ス
コ
ミ
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
態
度
の
表
明
に
躊
躇
し
て
い
る
も
の
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
続
い
て
中
間
寄
り
に
、
不
信
任
案
に
賛
成
、

死
刑
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま
ま
、
憲
法
九
条
に
つ
い
て
は
改
正
と
い
っ
た
改
憲
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
反
対
側
の
極
に
は
護
憲
グ

ル
ー
プ
と
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
が
、
軸
上
極
か
ら
中
間
寄
り
に
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
が
広
が
っ
て
い
る
。
第
1
・
第
2
軸
を
交
差

さ
せ
る
と
左
上
に
護
憲
グ
ル
ー
プ
、
左
側
軸
上
に
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
、
左
下
に
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
が
位
置
し
、
第
2
軸
の
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

上
右
側
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
、
よ
り
原
点
よ
り
に
改
憲
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
（
図
2
）
。

　
四
七
五
人
の
与
野
党
議
員
の
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ら
各
質
問
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
か
を
得
点
化
し
て
座
標
軸
上
に
図
示

し
て
み
る
と
（
図
3
）
、
自
民
党
の
議
員
は
原
点
を
中
心
と
す
る
中
央
部
分
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
三
党
制
を
支
持
し
、
憲
法
九
条
に
つ

い
て
は
現
状
維
持
派
と
改
憲
派
の
双
方
に
分
か
れ
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
は
中
央
官
僚
あ
る
い
は
中
央
官
僚
と
地
方
自
治
体
の
双
方
に
問

題
が
あ
る
と
し
、
死
刑
問
題
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
停
止
し
て
検
討
す
べ
き
だ
と
し
、
不
戦
決
議
に
つ
い
て
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
っ

た
意
見
を
持
つ
も
の
が
多
い
。
ま
た
政
界
再
編
や
地
方
分
権
、
常
任
理
事
国
入
り
、
不
戦
決
議
、
税
制
改
革
、
死
刑
問
題
等
の
厳
し
い
議

論
の
対
立
の
あ
る
問
題
に
は
態
度
の
表
明
を
保
留
す
る
も
の
が
多
い
の
も
自
民
党
の
特
色
で
あ
る
。
自
民
党
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
穏
や

か
な
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
と
改
憲
グ
ル
ー
プ
、
お
よ
び
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
三
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
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図2　衆議院議員の政治的態度構造

護憲派

　　リベラルズ

改憲派

　　　1

ゆ
改
革 積極派

／ ハムレット

と
が
わ
か
る
。

　
社
会
党
は
左
上
に
護
憲
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
下
に
幅
広
く

り
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

左
半
分
に
分
布
し
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
ほ
と
ん

ど
存
在
し
な
い
。
社
会
党
は
護
憲
グ
ル
ー
プ
と
リ
ベ
ラ
ル

ズ
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
新
党
さ
き
が
け
は
原
点
を
中
心
と
し
て
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・

グ
ル
ー
プ
に
ほ
ぼ
集
中
し
て
い
る
。
若
干
の
改
憲
グ
ル
ー

プ
も
存
在
す
る
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
少
な
い
。

た
だ
し
さ
き
が
け
の
改
憲
グ
ル
ー
プ
は
、
現
状
で
も
す
で

に
許
容
さ
れ
る
解
釈
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
改
正
を

急
ぐ
べ
き
だ
と
す
る
、
実
質
的
に
は
か
な
り
急
進
的
な
リ

ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
社
会
党
の
護
憲
グ
ル
ー

プ
や
自
民
党
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
と
の
重
な
り
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
新
生
党
は
左
下
か
ら
右
下
に
か
け
て
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
左
寄
り
に
幅
広
く
分
布
し
て
い
る
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ

ル
ー
プ
は
少
な
い
。
同
党
は
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
を
中

心
と
し
、
こ
れ
と
改
憲
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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　　　　　　　　　　　　図3　各党議員の政治的態度構造
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自
民
党
か
ら
分
裂
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
改
憲
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
は
重
な
り
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
改
革
積

極
派
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
重
な
り
は
見
ら
れ

な
い
。

　
公
明
党
の
議
員
は
ほ
と
ん
ど
が
左
下
、
一
部
が
右
下

に
分
布
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
改
革
積
極
派
グ
ル
ー

プ
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
民
社
党
も
す
べ
て
左
下
と
右
下
に
分
布
し
て
い
る
。

民
社
党
の
場
合
も
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
い
な
い
。

民
社
党
は
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
と
改
憲
グ
ル
ー
プ
の

ニ
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
日
本
新
党
も
民
社
党
と
よ
く
似
た
構
造
を
も
ち
、
改

革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
と
改
憲
グ
ル
ー
プ
の
ニ
グ
ル
ー
プ

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
改
革
積

極
派
グ
ル
ー
プ
の
方
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　
自
由
、
新
党
み
ら
い
、
改
新
系
無
所
属
の
新
党
グ
ル

ー
プ
の
態
度
の
分
布
も
、
民
社
党
や
日
本
新
党
と
酷
似

し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
基
盤
を
持
つ
民
社
党
と
日
本

新
党
や
新
党
グ
ル
ー
プ
と
で
は
党
の
基
盤
は
異
な
っ
て
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い
る
が
、
少
な
く
と
も
議
員
の
態
度
と
い
う
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
民
社
、
日
本
新
党
、
新
党
グ
ル
ー
プ
の
各
党
は
良
く
似
た
構
造
を
も

っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
当
選
回
数
別
に
見
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
当
選
回
数
の
多
い
議
員
は
自
民
・
社
会
・
共
産
の
三
党
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
選

回
数
の
多
い
議
員
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
指
導
的
立
場
に
立
つ
議
員
を
除
い
て
は
、
護
憲
グ
ル
ー
プ
や
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
者
は
あ
ま
り
い
な
い
。
い
ず
れ
も
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
や
改
憲
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
ま
た
が
る
意
見
の
持
ち
主
が
多
い
。
一

方
、
周
辺
部
に
位
置
す
る
態
度
の
持
ち
主
は
当
選
回
数
の
少
な
い
議
員
に
多
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
選
回
数
の
少
な
い
議
員
の
態
度
は

極
め
て
多
様
で
あ
る
が
、
当
選
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
穏
や
か
な
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
か
改
憲
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
保
守
派
に
し

だ
い
に
収
敏
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
朝
日
新
聞
調
査
の
質
問
項
目
は
、
政
権
を
め
ぐ
る
問
題
と
内
政
外
交
を
め
ぐ
る
政
策
の
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
党
運
営
や
政
党
間

の
意
見
調
整
な
ど
の
手
法
に
関
わ
る
質
問
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
等
に
お
い
て
し
ば
し
ば
話
題

と
な
っ
て
い
る
、
小
沢
一
郎
氏
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ
る
一
・
一
ラ
イ
ン
と
か
反
小
沢
と
い
っ
た
態
度
は
測
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
衆
議
院

議
員
が
羽
田
内
閣
末
期
と
い
う
時
点
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
政
権
形
態
や
内
政
外
交
に
か
か
わ
る
政
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を

持
ち
、
こ
れ
ら
態
度
を
め
ぐ
り
ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
の
議
員
が
所
属
政
党
の
方
針
と
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
中
村
勝
範
教
授
は
最
近
の
論
説
、
「
変
節
な
く
し
て
歴
史
的
転
換
な
し
」
（
産
経
新
聞
「
正
論
」
平
成
六
年
八
月
二
日
）
に
お
い
て
、
村
山
内
閣

　
　
に
お
け
る
社
会
党
の
政
策
転
換
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
よ
う
な
転
換
は
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
と
論
評
さ
れ
た
。

　
　
教
授
は
明
治
維
新
を
例
に
取
り
な
が
ら
、
薩
長
連
合
の
成
立
と
倒
幕
の
成
功
と
同
時
に
、
維
新
政
府
が
一
転
し
て
尊
皇
嬢
夷
か
ら
開
国
論
へ
の
転
じ

　
　
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
変
節
な
く
し
て
歴
史
的
転
換
は
あ
り
得
な
い
と
、
村
山
内
閣
を
批
判
さ
れ
、
社
会
党
は
今
立
党
以
来
初
め
て
本
音
で
語
る
普
通

　
　
の
政
党
に
脱
皮
し
た
と
喝
破
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
論
説
は
、
～
§
§
≦
Q
ミ
。
。
（
ω
魯
8
ヨ
げ
震
」
O
漣
）
誌
上
に
英
訳
さ
れ
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ

　
　
の
題
名
は
「
ダ
マ
ス
カ
ス
ヘ
の
道
を
歩
む
」
（
．
．
○
口
甚
①
即
S
α
8
U
即
ヨ
霧
2
ω
．
．
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
誠
に
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
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社会党政権の成立は「ダマスカスヘの道」か

　
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害
の
目
的
で
、
ガ
ザ
か
ら
ダ
マ
ス
カ
ス
に
向
か
う
途
上
で
盲
目
と
な
っ
た
後
の
パ
ウ
ロ
が
、
ダ
マ
ス
カ
ス
に
至
っ
て
キ
リ

　
ス
ト
教
に
回
心
し
、
奇
跡
に
よ
っ
て
目
が
開
き
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
の
殉
教
者
と
な
っ
た
と
い
う
使
徒
列
伝
の
挿
話
に
由
来
す
る
。

（
2
）
　
調
査
対
象
で
あ
る
全
衆
議
院
議
員
五
〇
九
名
の
う
ち
、
閣
僚
、
あ
る
い
は
党
の
責
任
あ
る
役
職
に
つ
い
て
い
る
等
の
理
由
で
回
答
を
保
留
し
た

　
議
員
を
除
く
と
、
四
七
五
名
の
議
員
が
こ
れ
に
回
答
し
た
。
な
お
こ
の
論
文
で
は
、
個
人
名
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
回
答
の
一
〇
問
の
う
ち
、
議

　
員
の
政
治
的
態
度
と
あ
ま
り
関
係
の
な
い
、
か
つ
て
海
部
内
閣
が
議
会
に
提
出
し
た
区
割
り
案
（
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
の
答
申
案
）
に
つ
い
て

　
各
議
員
の
選
挙
区
が
属
す
る
都
道
府
県
の
区
割
り
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
質
問
と
、
政
界
の
次
期
リ
ー
ダ
ー
の
個
人
名
を
問
う
た
、
複

　
数
回
答
で
し
か
も
政
治
家
名
が
極
め
て
多
数
に
の
ぼ
る
た
め
統
計
処
理
の
困
難
な
質
問
の
二
問
は
、
こ
の
分
析
対
象
か
ら
は
ず
し
た
。

（
3
）
　
調
査
対
象
は
全
国
会
議
員
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
衆
議
員
議
員
五
〇
九
名
の
う
ち
三
一
九
名
が
回
答
し
た
。
た
だ
し
六
月
の
全
衆
議
院
議
員
に

　
対
す
る
政
治
的
態
度
調
査
の
回
答
者
と
、
衆
議
院
議
員
の
う
ち
今
回
の
調
査
の
回
答
者
と
で
は
か
な
り
の
食
い
違
い
が
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の

　
調
査
の
対
象
者
の
う
ち
、
六
月
調
査
の
回
答
者
だ
け
を
取
り
出
し
て
こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
六
月
調
査
の
回
答
に
加
え
て
分
析
し
た
。
な
お
、

　
こ
の
調
査
で
回
答
を
保
留
し
た
議
員
は
、
無
回
答
と
し
て
処
理
し
た
。

（
4
）
　
調
査
対
象
は
社
会
党
の
衆
参
両
院
議
員
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
社
会
党
・
護
憲
民
主
連
合
所
属
の
衆
議
院
議
員
七
四
人
の
う
ち
四
八
人
が
回
答

　
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
四
八
人
の
回
答
の
ク
ロ
ス
分
析
を
行
な
っ
た
。

（
5
）
　
周
知
の
よ
う
に
数
量
化
理
論
と
は
、
統
計
数
理
研
究
所
の
林
知
己
夫
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、
多
変
量
の
質
的
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
手
法
で
あ

　
る
。
こ
の
う
ち
数
量
化
理
論
3
類
と
は
、
一
群
の
質
的
変
数
の
構
造
分
析
の
た
め
の
手
法
で
あ
っ
て
、
連
続
変
量
の
場
合
の
主
成
分
分
析
に
相
当
し
、

　
被
説
明
変
数
（
外
的
基
準
）
を
持
た
な
い
デ
ー
タ
に
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
で
分
析
し
た
朝
日
調
査
は
、
元
来
こ
の
種
の
多
変
量
解
析
を
施
す
目
的
で

　
企
画
さ
れ
た
調
査
で
は
な
い
し
、
ま
た
こ
の
手
法
の
性
質
も
加
わ
っ
て
、
析
出
さ
れ
た
軸
の
1
軸
2
軸
3
軸
の
寄
与
率
も
決
し
て
高
く
は
な
い
。
し

　
か
し
ク
ロ
ス
分
析
の
結
果
を
総
合
し
、
あ
る
い
は
ク
ロ
ス
分
析
で
読
み
取
れ
る
相
関
関
係
の
背
後
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
潜
在
要
因
を
確
認
す
る
た
め

　
に
は
、
こ
の
三
類
の
分
析
結
果
は
大
い
に
参
考
に
な
る
。

（
6
）
　
3
軸
に
つ
い
て
み
る
と
（
図
4
）
（
寄
与
率
六
・
三
％
）
、
原
点
か
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ト
が
マ
イ
ナ
ス
の
軸
上
に
負
の
値
が
大
き
い
極
に
近
い

　
側
に
リ
ベ
ラ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
が
、
原
点
に
近
い
側
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
分
布
し
て
い
る
。
一
方
、
プ
ラ
ス
の
軸
上
に
は
、
護
憲
グ
ル
ー

　
プ
、
改
憲
グ
ル
ー
プ
、
改
革
積
極
派
グ
ル
ー
プ
が
分
布
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
リ
ベ
ラ
ル
ズ
、
お
よ
び
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
以
外
の

　
グ
ル
ー
プ
を
分
け
る
軸
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
軸
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ズ
と
軸
上
プ
ラ
ス
よ
り
の

　
強
い
政
治
的
自
己
主
張
を
持
っ
た
3
グ
ル
ー
プ
の
間
に
あ
っ
て
、
い
ず
れ
と
も
決
め
か
ね
て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
の
態
度
表
明
を
躊
躇
し
て
い
る
グ
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ル
ー
プ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
3
軸
か
ら
読
み
取
れ
る
意
味
は
、
基
本
的
に
は
1
軸
と
2
軸
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
四
七
五

名
の
与
野
党
議
員
の
個
々
の
反
応
を
示
す
サ
ン
プ
ル
ス
コ
ア
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
1
軸
と
2
軸
の
み
を
記
述
し
、
3
軸
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
代
表
　
広
瀬
道
貞
氏
、
朝
日
新
聞
政
治
部
次
長
今
西
光
男
氏
、
読
売
新
聞
論
説
委
員
　
橋
本
五

郎
氏
よ
り
種
々
ご
協
力
や
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
関
し
て
は
本
塾
大
学
院
生
山
本
渉
、
佐
々
木
孝
夫
両
君
の
手
を

煩
わ
せ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

社会党政権の成立は「ダマスカスヘの道」か
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